
「学まち連携大学」促進事業

「京都に学ぶ・京都を発信する」
プチコンテンツ・セルフガイド制作

取 組 内 容 三 本 柱

視線移動計測装置

取組の背景 プロジェクトの目的
目的：

教員養成の一環として学生による「京都に学ぶ、京都を発信
する」プチコンテンツ・セルフガイド制作公開

→ ICTを活用した教材コンテンツを制作する能力育成のた
めの講座開設

→ 京都に精通した専門家による講座を開講し、京都の魅力
を学生が学ぶ機会を実現

→ 京都の魅力を学んだ学生がビデオ取材し、教材用動画コ
ンテンツを開発する

京都の地理・歴史・文学・生活・美術・音楽は
各教科の教員養成に連動

プログラミング教育必修化に伴い教員はICT活用
能力の向上必須

全国の２／３の中学生は京都に修学旅行に訪れ
ることから、京都だけでなく全国の中学校教員
は京都についての一定の知識が必要

コンテンツ制作講座 京都に学ぶ講座 京都を発信する本学
YouTubeサイト

京都を発信する具体的な取組内容

サポート教員スタッフ 京都を発信する動画制作

企画調整室 岩村伸一（理事・副学長：総務・企画担当）

京都市担当 岡田敏之（教育支援センター・実地教育部門）
内容担当 香川貴志（社会科学科・人文地理学）
ＩＣＴ担当 黒田恭史（数学科・数学教育）

地理部門 武田一郎（社会科学科・自然地理学）
石川 誠（社会科学科・公共政策）

歴史部門 吉江 崇（社会科学科・日本古代史）

文学部門 天野知幸（国文学科・日本近現代文学）
中俣尚巳（国文学科・日本語文法）

生活部門 湯川夏子（家政科・食物学）
延原理恵（家政科・住居学）
南山泰宏（環境教育実践センター・植物育種）

美術部門 安江 勉（美術科・デザイン）
村田利裕（美術科・美術科教育）
丹下裕史（美術科・陶芸）
日野陽子（美術科・美術工芸科教育）

山内朋樹（美術科・美術理論）

音楽部門 田中多佳子（音楽科・音楽学）

学生による動画取材場面

プチコンテンツ：
１本３分間程度
計１５０本開発
（３０本×５領域）
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